
Ａ型ワイヤレスマイクロホン      
周波数移行に伴う 
           ソニーの対応について 
 

 
㈱エルグベンチャーズ 

 
 



移行の概念 

ﾃﾚﾋﾞﾎﾜｲﾄ 
ｽﾍﾟｰｽ帯 
乗用車 

携帯電話が歩き始める 
(2015年くらいから) 

1.2GHz帯 
乗用車 

現行Ａ帯 
乗用車 

テレビホワイトスペース 

470～710MHz 

この路側帯も認可 
710～714MHz 

Ａ１ Ａ２ Ａ３ Ａ４ Ｂ 

770～806MHz 
アナログ乗用車は１車線に１０台 
＝２と４の２車線 
デジタル乗用車は１車線に１８台 
＝１～４の４車線 
バスは１車線に１台【FPU】 
 

806～810MHz 

アナログ乗用車は１車線に７台 
デジタル乗用車は１車線に１０台 

1240MHz～1260MHz 地域によって車線の幅が違う 
走行中ぶつかる可能性がある 
(地デジ・エリア放送など) 



移行の概要 
一般社団法人 700MHz利用推進協会 HPより 

http://www.700afp.jp/ 
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本件に関するお問い合わせ窓口について 

一般社団法人700MHz利用推進協会 移行調整部 

▶ ホームページ ………………… http://www.700afp.jp/ 

▶ お電話でのお問い合わせ …… フリーダイヤル 0800-800-0824  

受付 9：30～18：00（土日・祝祭日および年末年始を除く） 
▶ メールでのお問い合わせ …… http://www.700afp.jp/contact.html（お問い合わせフォーム） 
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ソニー 
現行Ａ型ワイヤレスマイクロホン  
 
            DWXシリーズ 
 
     を、新周波数帯にあわせて 
     新規にリリースいたします。 



    DWXは、業務用マイクロホンに代表される音作りのノウハウと、
安定性に定評のあるワイヤレス伝送技術に、最新かつオリジナル
のデジタルオーディオ技術を融合させたソニーのデジタルワイヤ
レスマイクロホンシステムです。 

   デジタルならではの高音質伝送に加え、同時多チャンネル運用、
暗号化伝送、送信機の状態をモニターするメタデータ伝送、さら
に本線系と別系統の通信機能を持つことで、受信機から送信機を
コントロールするといった、さまざまな革新的ワークフローを実
現します。 



歴代のソニー業務用マイクロホン  
1969年、超小型のラベリアマイクを世に出し、ニュースキャスターの胸元に装着するスタイルで現場での 

ワークフローを変化させるなど良い音の創造、技術革新を重ね、 

放送局の番組制作、報道中継といった現場で幅広く採用されました。 
 



ソニー業務用マイクロホンの歴史 

1954 

・ ソニー業務用 初のマイクロホン 全指向性ダイナミックマイク F-600A 

・ 放送局と共同開発 国産初 コンデンサマイク CU-1  

・ コンデンサマイクの名機 C-37A NHK共同開発  

・ 世界初のパイプ型全指向性ダイナミックマイク FP-70 

・ FETを採用した世界初の電池駆動型コンデンサマイク C-38  

1957 

1964 

1962 

1969 ・ 世界初のラベリアマイク ECM-50 

・ カムコーダショットガンマイク ECM-678 

1973 

・ 衣服内・仕込み用 
         ラベリアマイク ECM-FT5 

2012 

1952 

・ 全天候性 全指向性ダイナミックマイク F-115 

1979 ・ デュアルダイアフラム 可変指向性型コンデンサマイク C-48 

1992 ・ レコーディング用 真空管式コンデンサマイク C-800G 

1985 ・ 超小型ラベリアマイク ECM-77 

2004 

1972 ・ ＲＦ変調方式 鋭指向性ショットガンマイク C-74, C-76 

F-600A 

ECM-50 

C-38 

C-48 

F-115 

ECM-77 

C-800G 



1974 

1977 

・ 放送局向け 40MHz帯 VHF ワイヤレスマイクシステムを発売 

・ 安定性に優れた水晶振動子制御発振方式を採用した 
    業務用 400MHz / 900MHz帯 UHF ワイヤレスマイクシステムを発売 

・ 放送局、学校・企業向け 800MHz帯 PLL シンセサイザー方式 
     ワイヤレスシステム WL-800シリーズを発売 

・ 42ch 同時運用システムを開発  
     ユーロビジョンソングコンテストで採用 

・ 業務用カムコーダ スロットイン タイプ WRR-855を発売 

1989 

1995 

1996 

2003 ・ 低価格帯 UHF ワイヤレスパッケージ  
   UWP シリーズを発売 

・ デジタルワイヤレスシステム 
     DWX シリーズを 発売 

2008 

2012 
 2.4GHz  
 デジタルワイヤレス 
 DWZ シリーズ発売 

WRR-855 

UWP シリーズ  

DWX デジタルワイヤレスシステム  

42ｃｈ システム 

WL-800シリーズ 

スウェーデン 国立劇場  
 マルモシアター 納入  

ソニーワイヤレスマイクロホンの歴史 



海外の採用事例 ●ヨーロッパ 

Peter Gabriel 

Europe Tour 

●ノルウェー 

 OB –Team 

 （TVプロダクション） 
38チャンネル同時運用 

●ドイツ Darmstadt State Theatre  

64チャンネル同時運用 

●スウェーデン Göteborg Opera  
56チャンネル同時運用 

●スウェーデン Malmo Opera 

50チャンネル同時運用 

●アメリカ Ryan Leslie（アーティスト） 

●アメリカ Babyface 
（サウンドエンジニア Rick Camp ） 



現行商品 DWXシリーズ 

ハンドヘルドマイクロホン 

ダイナミック、コンデンサ 

ラック型受信機 
ボディーパック 

ラベリアタイプ 
スロットイン 

受信機 

カプセル交換式 ハンドヘルドマイクロホン 

制御ソフト ワイヤレススタジオ 

アンテナ ブースター ディバイダー 

カプセル一体式以外が移行します。 



デジタルワイヤレスならではのメリット 

 高音質伝送 

 

 妨害波に強い / 同時多チャンネル運用 

 

 暗号化伝送 

 

 



デジタルワイヤレスならではのメリット 

 高音質伝送 

 

 

 24bit / 48KHz AD変換による、 
106dBを越えるダイナミックレンジ、
20Hz~22KHzの広範囲にわたりほぼ 
フラットな周波数特性 

 

  音質劣化の要因であるコンパンダー 
を使用をしないことによる 優れた 
過渡応答特性 

  



スペクトラム比較 

デジタルワイヤレスならではのメリット 

アナログシステム デジタルシステム 

 従来のアナログワイヤレスシステ
ムにくらべ、20dB以上も妨害波に
強くなり、安定した運用が可能 

 妨害波に強い / 同時多チャンネル運用 

 

 



デジタルワイヤレスならではのメリット 
外来ノイズや混信に強く電波の安定性が高い 

妨害波に強い特徴から、電波の安定性が高くなる 

アナログに比べ希望波と妨害波の比（D/U比）が20dB有利 

   ⇒ノイズ、3次高調波歪み、同一周波数混信 など、さまざまな妨害波に有利 

» アナログFM ⇒ 雑音として再生 

» デジタル ⇒ データが正確に判定できれば音質劣化無し 
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デジタルワイヤレスならではのメリット 
隣接にアナログ運用がある場合には、アナログの近接距離を適用 

デジタルのみの場合、同一周波数における干渉、混信は大きく改善しますが、 

アナログ運用が隣接にある場合には、アナログの近接距離で運用する必要があります。 



デジタルワイヤレスならではのメリット 

 暗号化伝送 

     デジタルデータを暗号化することにより、秘匿性を持た
せせたワイヤレス伝送が可能 

 

 

セキュアモード ＆ パスワードモード 



ＲＦＩ対策 
デジタルワイヤレスではラベリアマイクのRFI対策が必要 

デジタル機器が発射するRFを、ラベリアマイクの 
非線形素子（FETなど）が検波しパケット 
フォーマットに応じたノイズが発生する場合が 
あります。 
コンデンサーマイクの、PSボックスがノイズを拾う 
ケースもあります。 

ラベリアマイク 

・シールド効果の高いケーブル 
・マイクユニットのRF Immunity対策 
 
Sony ECM-77BC/9Ｘ、Sanken COS-11D 
などのデジタル無線機器対応ラベリアマイク 
の使用を推奨 

デジタルワイヤレスのRFも 
ラベリアマイクに影響を与 
える場合があります。 

= 
PSボックス 

http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.systemuse.co.jp/4trsuper2_det_mae1.jpg&imgrefurl=http://www.systemuse.co.jp/jikken_4trsuper2.htm&usg=__oAwzOP8UbN8D1LUsTb7ss1PNX-o=&h=300&w=399&sz=14&hl=ja&start=10&sig2=m2M2vxO_aM9TAauLRUvCKw&um=1&tbnid=n-jWvM0gu04-OM:&tbnh=93&tbnw=124&prev=/images?q=%E6%A4%9C%E6%B3%A2%E6%B3%A2%E5%BD%A2&ndsp=18&hl=ja&rlz=1T4GFRD_jaJP329JP329&sa=N&um=1&ei=rNy2SuePG4nu7APR_azHCQ
http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://scw.asahi-u.ac.jp/~sanozemi/Sakuhin/radio07/radio03.jpg&imgrefurl=http://scw.asahi-u.ac.jp/~sanozemi/Sakuhin/radio07/radio.html&usg=__t_g66CkTWInRiwvRTvPjdW-ebS4=&h=480&w=640&sz=31&hl=ja&start=13&sig2=rQIp-Ay1O2DjSSAQ_o55mg&um=1&tbnid=PxujnF_JxLAG_M:&tbnh=103&tbnw=137&prev=/images?q=%E6%A4%9C%E6%B3%A2%E6%B3%A2%E5%BD%A2&ndsp=18&hl=ja&rlz=1T4GFRD_jaJP329JP329&sa=N&um=1&ei=OOG2SrCOL5fk7AP1pcD4CQ


DWXならではの機能：クロスリモート 
 「クロスリモート」は、受信機本体や、コントロールソフトウェア「ワイヤ
レススタジオ」がインストールされたＰＣから、送信機をモニター／コント
ロールするためのシステム。例えば、衣装の下などに装着された送信機の設
定が、ワイヤレス / リモートで簡単に変更可能。 

 

 モニター機能：  オーディオ入力レベル、受信レベル、信号品質、電池残量 等 
 コントロール機能：アッテネ―タレベル、ローカットフィルター、電源、周波数設定 等 

 

 

ワイヤレススタジオ GUI クロスリモート概念図 



ワイヤレススタジオ 

 「ワイヤレススタジオ」は、ネットワークを通じてデジタルワイヤレス
システムのモニター、コントロールを行うことができるソフトウエア 

 

 

 

 運用機器のモニター 
 運用機器のコントロール機能 
 ステイタス履歴の記録機能 
 設定値やモニター情報の保存および再現 等 
 

        チャンネルプランアドバイザー 

 デジタルワイヤレスレシーバーのチャンネルスキャン 

 機能を使って、検出された妨害波を回避した 
 チャンネルプランの選択を実行 



ワイヤレススタジオ 

１行が１波 

送信機と受信機の 

パラメーターを 

表示 



ワイヤレススタジオ 

１行が１波 

ラベル 送信機の名前 

BATT 
ＲＦ 

制御信号 

ＱＬ 



ワイヤレススタジオ 

送信機と受信機の 

パラメーターを 

表示 

送信機の 

ＡＴＴの制御 

送信機の 

ＬＣＦの制御 

送信機の 

出力の制御 



ワイヤレススタジオ 

送信機の 

ＲＦ＆エラー訂正指標を 

表示 

RF 

QL 
電源ｏｎ 

時間設定可能な、横スクロール表示 



ワイヤレススタジオ 

帯域をスキャンし 

到来電波をキャッチ 

ＦＰＵ１～４ ＆ B帯 



ワイヤレススタジオ 

使えるchを表示 

→受信機にセット 

→送信機にセット 

デジタルｃｈプラン 



ワイヤレススタジオ 

使えるchを表示 

→受信機にセット 

→送信機にセット 

アナログｃｈプラン 



ワイヤレススタジオ 

つまり 

事前に発信可能の 

Chをセット 

事前に禁止ｃｈを指定可能 



ワイヤレススタジオ 

事前に禁止ｃｈを指定可能 

 

          事前に禁止周波数を指定可能 

 

つまり 

事前に発信可能の 

Ch、ｆをセット 



ワイヤレススタジオ 

事前に禁止ｃｈを指定可能 

 

          事前に禁止周波数を指定可能 

 

つまり 

事前に発信可能の 

Ch、ｆをセット 

海外仕様 



移行の概要 
ホワイトスペース 

http://www.tele.soumu.go.jp/j/ref/material/radio/index.htm 
         各地での、ＷＳ帯の受信可能周波数 

http://www.tele.soumu.go.jp/j/ref/material/radio/index.htm


http://ja.wikipedia.org/wiki/%

E3%83%86%E3%83%AC%

E3%83%93%E5%91%A8%

E6%B3%A2%E6%95%B0%

E3%83%81%E3%83%A3%

E3%83%B3%E3%83%8D%

E3%83%AB 

 

フリー百科事典 

『ウィキペディア』 

地上デジタル放送 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%86%E3%83%AC%E3%83%93%E5%91%A8%E6%B3%A2%E6%95%B0%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%B3%E3%83%8D%E3%83%AB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%86%E3%83%AC%E3%83%93%E5%91%A8%E6%B3%A2%E6%95%B0%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%B3%E3%83%8D%E3%83%AB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%86%E3%83%AC%E3%83%93%E5%91%A8%E6%B3%A2%E6%95%B0%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%B3%E3%83%8D%E3%83%AB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%86%E3%83%AC%E3%83%93%E5%91%A8%E6%B3%A2%E6%95%B0%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%B3%E3%83%8D%E3%83%AB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%86%E3%83%AC%E3%83%93%E5%91%A8%E6%B3%A2%E6%95%B0%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%B3%E3%83%8D%E3%83%AB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%86%E3%83%AC%E3%83%93%E5%91%A8%E6%B3%A2%E6%95%B0%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%B3%E3%83%8D%E3%83%AB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%86%E3%83%AC%E3%83%93%E5%91%A8%E6%B3%A2%E6%95%B0%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%B3%E3%83%8D%E3%83%AB


テレビホワイトスペース デジタル 
13～24ch 

※送信出力５０mＷで算出 
ソニー Ｌバンド 



テレビホワイトスペース デジタル 
25～38ch 

※送信出力５０mＷで算出 ソニー Ｍバンド 



テレビホワイトスペース デジタル 
39～52ch 

ソニー Ｈバンド 
※送信出力５０mＷで算出 

東京ﾃﾞｨｽﾞﾆｰｼｰ・ホテルミラコスタの例 



ワイヤレススタジオ 

つまり 

事前に発信可能の 

Ch、ｆをセット 

ＴＶホワイトスペース帯 
運用の効率化 

東京ﾃﾞｨｽﾞﾆｰｼｰ・ホテルミラコスタの例 

屋外 

事前に禁止ｃｈを指定可能 

ガードバンド(1MHz)のプリセットも可能 
（＝レッドゾーン・裾野の広がり） 
 



ワイヤレススタジオ 

つまり 

事前に発信可能の 

Ch、ｆをセット 

ＴＶホワイトスペース帯 
運用の効率化 

東京ﾃﾞｨｽﾞﾆｰｼｰ・ホテルミラコスタの例 

屋外 

→受信機にchをセット 
 

→クロスリモートにより 
送信機にchをセット 

事前に禁止ｃｈを指定可能 
デジタルｃｈの候補を表示 
 



ワイヤレススタジオ 

つまり 

事前に発信可能の 

Ch、ｆをセット 

事前に禁止ｃｈ、禁止周波数を指定可能 

 

ＴＶホワイトスペース帯 
運用の効率化 

東京ﾃﾞｨｽﾞﾆｰｼｰ・ホテルミラコスタの例 

屋内 



ワイヤレススタジオ 

つまり 

事前に発信可能の 

Ch、ｆをセット 

事前に禁止ｃｈ、禁止周波数を指定可能 

 

1.2GHz帯 

使用前に、妨害波の 
存在を確認可能 



XDCAMとの運用 



XDCAMとの運用 



XDCAMとの運用 



XDCAMとの運用 

現行 
3.4ｍｓのディレイを 
吸収して同時記録 

映像 音声 



DWX NEWモデルの特徴 

 移行周波数帯として指定された 
 

   ・テレビホワイトスペース帯 (470~710MHz) 

      ・710~714MHz帯 

   ・1.2GHz帯 
 

  すべてに対応 

   → お客様それぞれの有効周波数にあわせて効率よく機器選択が可能 

 

 遅延量を送信機・受信機のシステムトータルで、 

  現行3.4msecから1.7msec にまで低減  

距離にすると約１．２m 距離にすると約６０ｃｍ 



 ハンドヘルド送信機 

CU-C31 CU-F31 CU-F32 

DWA-CU01NM 

送信機に直接接続可能な 
マイクカプセル 
直径31.3mm ピッチ1.0mm 
のユニット交換機構 

アダプターを介して接続できる 
他社マイクカプセルもあり 

 対応周波数帯別の４モデルを用意 
 

モデル1：TV13-24ch (470~542MHz) 
モデル2：TV29-40ch (566~638MHz) 
モデル3：TV41-53ch (638~714MHz) 
モデル4：1.2L, M, H (1.24~1.26 GHz) 

 

 送信電力1mw, 10mw, 50mw(新規)の選択 
 低遅延化  
  アダプター 

 マイクカプセルを交換接続して、マイクロホンとして使用  

・・他 

★TWS帯において、ガードバンドの考え方を理解しやすくする為、 
TVチャンネルの両側1MHzに対応する周波数には、 
＊（アスタリスク）を表示します。 

http://www.sony.jp/pro-audio/products/CU-F32/index.html
http://www.sony.jp/pro-audio/products/CU-F31/index.html
http://www.sony.jp/pro-audio/products/CU-C31/index.html


ボディーパック送信機 

 

 対応周波数帯別の4モデルを用意 
 

モデル1：TV13-24ch (470~542MHz) 対応 

モデル2：TV29-40ch (566~638MHz) 対応 

モデル3：TV41-53ch (638~714MHz) 対応 

モデル4：1.2L, M, H (1.24~1.26 GHz) 対応 
 

 送信電力 1mw, 10mw, 50mw(新規)の選択 

 低遅延化  

 小型・軽量、マイクレベルからラインレベルまで、幅広い入力
llレベルに対応可能  

Ｌ M Ｈ Ｇ 

★送信アンテナの根本金属部分をカバーする 
  アンテナチューブを付属 
★ECM-77BC/9Xを付属 
 

233mm 

206mm 
188mm 

141mm 

★TWS帯において、ガードバンドの考え方を理解しやすくする為、 
TVチャンネルの両側1MHzに対応する周波数には、 
＊（アスタリスク）を表示します。 



ラックマウント受信機 

 対応周波数帯別の2モデルを用意 
 

モデル1：テレビホワイトスペース帯対応 

                     <TV13~24ch, 29~40ch, TV41-53ch > 
          

モデル2：混合周波数帯対応 

                <TV41~53ch＋現行B帯(DWX)＋1.2GHz帯> 
 

 低遅延化  

WORD SYNC(IN/CASCADE OUT) 

DIGITAL OUTPUT(AES/EBU) XLR ×2 
ANALOG OUTPUT   

XLR ×2 DIGITAL OUTPUT(AES/EBU) BNC ×2 

 ラックマウント形式、1Uサイズ 2チャンネル受信 

DC IN 



グランドプレーンアンテナ 

 

 広い範囲からの受信が可能な無指向性 
 対応周波数帯別 3モデル 

 

モデル1：L：TV13~24ch,  

      M：29~40ch (470~638MHz) 対応 

     のエレメントと 

     ：H：TV41-53ch (638~714MHz) + 現行B帯 対応 

     のエレメントの、取替方式 

モデル2：1.2L, M, H  (1.24~1.26GHz) 対応 
 

 移行周波数帯すべて加え、現行B帯のカバーも考慮し、対応周波
s周波数帯別に３つのモデルを用意 

L、M H Ｇ 



アンテナブースター 

 小型・軽量、アンテナケーブルの引き回しによる損失を補償 

 
 

 対応周波数帯別の2モデルを用意 
 

モデル1：テレビホワイトスペース帯（TV13~53ch）＋ 現行B帯 

モデル2：1.2L, M, H (1.24~1.26 GHz) 
 

 利得切替： +18dB / +10dB / -3dB / Auto（18 or 10） 

ラック受信機やディバイダーからの印加電圧で変更可能 

★アンテナ接続コードを付属 
 



①  IN 1 : テレビホワイトスペース帯 + 現行B帯   IN 2 : テレビホワイトスペース帯 + 現行B帯  

②  IN 1 : テレビホワイトスペース帯 + 現行B帯   IN 2 : 1.2GHz帯 

③  IN 1 : 1.2GHz帯                                                  IN 2 : 1.2GHz帯 

 

 ソニー業務用ワイヤレスマイクの対応するすべての周波数帯をp 
llカバーする1Uサイズ ラックマウント型式 

 

 アンテナ 2入力、６分配出力 

 アンテナ入力 2 回路において、それぞれテレビホワイトスペース帯と1.2GHz帯
のの切替が可能 → 下記の３通りのアンテナセッティングに対応 

アンテナディバイダ― 

1～6out 1～6out 1in  2in 1in  2in 



アンテナディバイダ― 

Ethernet Hub 

リモートコントロールユニット 
RMU-01 

 
コントロールソフトウェア 
Wireless Studio 

2.4GHz 
IEEE802.15.4 

新Ａ帯 ディバイダー 

WS帯 1.2G帯 

WS帯 

1.2G帯 



DWX NEWモデルラインナップ 



DWX NEWモデルラインナップ 

http://www.sony.jp/pro-audio/products/AN-57M/index.html
http://www.sony.jp/pro-audio/products/WB-850_T03/index.html


700MHz利用推進協会の活動 
http://www.700afp.jp/information/?p=313 http://www.700afp.jp/information/?p=310 



お問い合わせ 

株式会社 エルグベンチャーズ    
ソリューション営業部 

東京都目黒区中目黒１－１－４５  ASONE中目黒３Ｆ 

Tel  03-3760-8161 
http://www.erg-ventures.co.jp/ 


